












　胎児情報によって子宮内の胎児の状況がかなり正確に把握され,胎児－台盤

系不全の診断をつけたとしても,現在は子宮内の状態で治療する方法は存在し

ていない。胎児死亡の危険が増大した場合,積極的療法は帝王切開および各種

急速遂娩術があるのみである。現在の産料学の知識を中心にして,これに人的・

経済的な裏付けをし,母・児を包括した管理システムをつくり,H.RP の予防,早

期発見・対策を強化すべきである。


